
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 三条市立栄中学校グランドデザイン 

 

深く考え 磨き合って 共に伸びる生徒 
【知】互いに関わり合いながら、主体的に学び、自らの考えを表現する生徒 

【徳】認め合い、支え合って、よりよい人間関係を築き上げる生徒 

【体】ねばり強く努力できる気力と体力を身に付ける生徒 

『自分に自信をもち たくましく生きる さかえの子』 
～ 自分（存在や能力）を肯定できる 知・徳・体をバランスよく身につける ふる里さかえを愛する ～ 

 

 

 

・ 「行事や生徒会活動に積極的に取り 

組んでいる」生徒   ９０％以上 

・ 「学校生活が楽しい」と肯定的回答 

をする生徒      ９０％以上 

① 全教育活動で取り組む、道徳教育の

推進 

② 生徒会活動の充実による自治意識の

醸成 

③ 「いじめ見逃しゼロスクール集会」等

の活用を通した人権意識の醸成 

④ 人権教育、同和教育授業の全校体制

による実践 

・ 「授業の内容がわかる」生徒 

９０％以上 

・ 「課題に興味をもち、積極的に取り 

組む」生徒     ９０％以上 

 

① 養護教諭や栄養士が連係した、計画

的な学級指導の実施 

② 小中連携を通して行う、生活実態調

査とメディアコントロールへの取組 

③ 保健だより・各種調査や診断結果に

基づいた指導の充実 

④ 新体力テストの結果を基にした、授

業・部活動を通した改善指導の実施 

① 三条市『授業スタンダード』を基盤と

した「学習問題◎」と「まとめ」、「振

り返り」のある授業づくり 

② ＩＣＴ機器を効果的に活用した授業 

  の工夫 

③ 小中一貫教育による９年間の系統的

な学習指導の推進 

④ ＵＤＬを核とした個別最適な授業の

実現 
・ 「朝食をバランス良く摂取しようと 

する」生徒      ８０％以上 

・ 「夜 11時までに就寝する」生徒 

           ８０％以上 

・ 「新体力テストで前年度を上回る」 

生徒          ８０％以上 

・家庭学習への取り組みについて、個 

人差が大きい。 

・自信をもって意見を述べる生徒の割 

合がやや少ない。 

・明るく素直で、諸活動に意欲的に取 

り組む。 

・人間関係などで、不安や悩みを抱え 

る生徒が見られる。 

・学年が上がるにつれて、就寝時間が 

遅くなる傾向がある。 

・通信機器の利用やマナー向上が必要 

である。 

重点 

目標

 

 

・「教え、考えさせる」教育活動    ・「思考力、判断力、表現力」を向上させる教育活動    ・発達段階に応じた指導、支援 

・キャリアカウンセリングの視点を取り入れた教育相談（将来の夢をもたせる）    ・日常的なキャリアカウンセリング 


